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Linuxの生みの親i n t e r v i e w

impress TV番組
「INTERNET Magazineインタビュー」で、このインタビューを放映！ impress.tv

7/17（火）23:30～O N A I R 放送後随時O N D E M A N D
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オープンソースの名のもとにコミュニティーが形成され、Linuxはインターネットの普及と

ともに広がっていった。非常に急速であったこの動きは、開発者であるリーナス・トーバ

ルズ氏の目には誰よりも劇的に映っただろう。先ごろ出版された自著のタイトルは『それ

がぼくには楽しかったから」』（原題はJUST FOR FUN）。成功を手中に収めてもなお、

Linuxについて「楽しみ」と言いのけてしまうリーナス氏とははたしてどんな人物なのだ

ろうか。共著者であるレッドへリング誌のデイビッド・ダイヤモンド氏とともに話を伺った。

聞き手：川崎和哉
Photo: Nakamura Tohru

：この数年で、Linuxやオープンソースを

めぐる状況はずいぶん大きく変わったように

思います。

リーナス：そうだね、僕もずいぶん変わった

と思う。2年ぐらい前に、「フリーソフト」

という言い方から「オープンソース」とい

う言い方に変えたのがよかったんじゃない

かな。「フリーソフト」だといろいろと誤解

を招くでしょう。英語のフリーの意味には

いくつも意味があるから。「オープンソース」

という名前にしてわかりやすくなったよね。

4、5年前までだと、どこに行っても、まず

オープンソースの考え方を説明するのが大

変だった。でもいまはもう、マスコミでも

たくさん取り上げられてるし、人の目に触

れる機会も増えてるから、理解は広がって

ると思う。それはすごくうれしいことだね。

：現在のLinuxの開発者のコミュニティー

の状況については満足していますか。

リーナス：すごくいいことだと思っているの

は、単に全体の開発者の人数が増えている

ことよりも、新しい分野において新しい開

発者が参加してくれるようになってること。

昔はオープンソースの開発者というのは、

ハードコアな技術系の人たちに限られてた

よね。でもこの2年間ほどですごく広がりが

出てきた。新しい分野自体が増えてきて、

グラフィックスとかユーザーインターフェイ

スとか、そういうところでかかわってくれる

人たちが増えてきた。

：先日、Linux向けなどのGUIのファイル

マネージャーを開発していたEazelが倒産し

ましたよね。Linuxはサーバーや組み込み分

野では前途有望だけど、デスクトップ分野

ではダメではないかという人もいるのですが、

どうお考えです？

リーナス：そもそもLinuxは僕自身のデスク

トップのために作ったものだったし、実際

それから10年間、僕はデスクトップで

Linuxを使ってきているよ。たまたま商業

的にはサーバーマーケットのほうが参入し

やすかっただけじゃないかな。UNIXサーバ

ーの市場が確立されていたから、そこに浸

透しやすかったんだ。組み込みの分野にし

ても同様だと思う。デスクトップ分野はとい

うと、マイクロソフトが95パーセントもシェアを

取っているから、それほど入り込みやすい市

場じゃないんだよね。あと、デスクトップはた

くさんのいろんなプログラムが必要な分野だ

から、勝手が違うってのもあるかな。

でもね、ここ数年、いやここ数か月でも

Linuxデスクトップの状況はすごく良くな

ってきてるんだよ。いままでできなかったこ

とができるようになっている。時間はかか

ると思うけど、いい作り方をしてると思う

し、その状況に僕は満足してる。

：ケータイやPDAなんかのモバイル分野へ

のLinuxの進出についてはどんな展望を持っ

ていますか。

リーナス：Linuxはどんどん小さいデバイス

の中に入って行ってるよ。実際すでにPDA

には入ってる。ケータイでもLinuxを具体

的に採用しようという動きを示してる会社

がある。1年以内に、少なくともプロトタ

イプレベルでなら、ケータイでLinuxが動い
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「それがぼくには楽しかったから」
リーナス・トーバルズ＋デイビッド・ダイヤモンド著
小学館プロダクション刊／定価1,800円＋税／ISBN4-
7968-8001-1
●Linuxの生みの親であるリーナス・トーバルズが、
Linuxの誕生から現在までの経緯、生活、哲学などをつ
づっている。
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ュニケーション。そういう変化もあるしね。

あと、Linux以外のこともトランスメタ

でやらせてもらってる。そのためにわざわざ

Linux関連じゃない会社を選んだんだ。お

かげ様でまだまだ飽きてないよ。

：リーナスさんはコミュニケーションが苦

手だったんじゃありませんでした？それと、

最近、純粋に自分自身でプログラミングを

楽しむってことはしています？

リーナス：当初は僕がマネージメントやコミ

ュニケーションを好きになれるとは思わな

かったよ。でも、Linuxの開発でのマネー

ジメントっていうのは、部下を従えて指示

を出して……といったこととは違うんだよ

ね。トランスメタでは僕もそういうことを

やってみたけど、ものすごく苦手で半年で

だ。それから、開発者として参加している

わけじゃないけど、gcc【*2】は興味を持っ

て見ているよ。あと、Xウィンドウシステム

【*3】のユーザーインターフェイス……。

というか、Linuxと仕事で手いっぱいだ

よ。それでもう十分（笑）。

：でも、Linuxを書き始めて10年でしょう？

いくら「JUST FOR FUN」だと言っても飽き

ないんですか。

リーナス：Linuxはこの10年間、あまりに

も大きな変化を遂げているからいまだに新

鮮でおもしろいんだよね。

当初僕はプログラマーとしてかかわった

わけだけど、10年間そのままだったら飽き

てただろうと思う。でも最近はマネージメ

ントでかかわっていて、おもな仕事はコミ

てるってことは十分考えられるよ。

ケータイに関しては技術面うんぬんじゃ

なくて、果たしてケータイにLinuxみたい

なOSが必要かどうかという議論になると思

う。現行のケータイにはそれは必要ないで

しょう。ただこれから、PDAとケータイの

機能が一体化していくとそういうニーズが

出てくるのかもしれないね。そうなれば

Linuxも選択肢に入る。Linuxの利点は、

ニーズに合わせていくらでも改良できると

いうことだからね。

：Linux以外で興味を持たれているソフト

ウェアプロジェクトはありますか。

リーナス：もちろん、トランスメタ【*1】で

はいくつかのプロジェクトにかかわってるん

だけど、これは具体的には教えられないん

リーナス・トーバルズ

1969年、フィンランド生まれ。ヘルシンキ大学在学

中にコンピュータOS、Linuxを開発する。現在、米

国カリフォルニア州在住。トランスメタ社で、省電力

CPU、クルーソーなどの開発にかかわり、現在も同

社でさまざまな開発プロジェクトの中心メンバーとし

て活躍している。一方、インターネットを通じて日々

改良が行われているLinuxも、自らその監修にあた

り、ユーザーからの質問に答えるなど、開発者として

積極的なかかわりを持っている。

デイビッド・ダイヤモンド

1952年、米国生まれ。『レッドへリングマガジン』誌

の編集役員。『ビジネスウィーク』誌のライター、『ワイ

アードマガジン』誌の外部ライターとしても活躍。ま

たニューヨークタイムズ紙にも定期的に記事を執筆

している。現在までに4冊の自著を出版している。
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やめちゃった（笑）。Linuxでのマネージメ

ントというのは、すごくテクニカルなもので

あって、人のマネージメントじゃない。テ

クニカルな問題のマネージメントはすごく

おもしろいと思うな。

で、プログラミングはいまも大好きだよ。

ただ、19、20歳のころは1つの些細な問題

に何週間もかけて集中することができたけ

ど、さすがにいまはそれは無理かな。自然

と歳を重ねて、家族もできたし、子供が何

人もいれば、そういう集中の仕方はできな

いよね。いまはそういう部分を若い人たち

がやってくれているわけ。いい意味でLinux

というプロジェクトと自分とが一緒に成長

していってるなと思う。

：『それがぼくには楽しかったから』の共

著者であるデイビッド・ダイヤモンドさんは、

そもそもなぜリーナスさんに興味を持ったん

です？

デイビッド：最初は興味があったわけじゃ全

然なくて、ある雑誌に依頼されて取材に行

ったんだよね。そのときは、テクニカルな

ことを勉強していかなきゃいけないな、め

んどくさいなと思ってたんだけど、実際に

会ってみたらすごくおもしろい人物だった。

僕はテクニカルな知識をたくさん持って

るわけじゃないんだけど、それが逆によか

ったと思ってる。技術系のジャーナリスト

だったら、リーナスがいかに大変な人物か

という先入観を持ってしまって、そういう

見方しかできなかっただろうね。僕の場合

は、なんか足が遅い奴だなあぐらいにしか

思ってなかったからね（笑）。

：取材対象を外に連れ出す手法は非常に

おもしろいと思いました。

デイビッド：このやり方は『ワイアードマガ

ジン』誌でも何回か使ったんだけど、その

人が普段いる環境から外に出てもらって、

管理があまりできない状態にして話を聞き

出す方法なんだよね。有名な人は自分のイ

メージをコントロールして守りたがるものだ

けど、それができないようにすると、イメ

ージが崩れて、本当はどういう人物なのか

川崎和哉（かわさきかずや）
●編集者／ライター。音楽雑誌出身だが、94年以降、
インターネット／デジタルカルチャー方面にテーマをシフ
ト。オープンソースには編集者的好奇心で接近。非テ
クニカルなアプローチでオープンソース現象をまとめた
『オープンソース・ワールド』（翔泳社）を書いた。元
HotWired Japan副編集長。現在、音楽ファンのコミ
ュニティーサイトOOPS! Music Community代表。

oops-music.com

【*1】Linusの勤務するIT企業。省電力チップ「クルーソ
ー」で有名。

【*2】GNU C コンパイラー。UNIX系OSにおけるC言
語のコンパイラーの事実標準。オープンソースソフ
ト。

【*3】LinuxをはじめとするUNIX系OSで標準的に使わ
れるウィンドウシステム。

というのが現れてくる。その人がコントロ

ールできない環境のなかで、いろんな思い

もよらないハプニングが起こったときにどう

いう反応を見せるのか。そういうことが知

りたいんだ。

：最後に、リーナスさんとインターネット

とのかかわりについて教えて下さい。

リーナス：いちばん最初は、古いVAXシス

テムのeメールかな。今のeメールとは全然

違っていて、僕はいいとは思わなかった。

大学に入ってUNIXを使い始めて、やっと

そこでeメールとニューズグループにハマっ

たという感じかな。とくにニューズグルー

プは、非常にテクニカルで専門的なものが

たくさんあったから、それを読んで興味の

あるものがあれば議論に参加したりしてた

ね。ニューズグループを読むために自分ち

の電話を占領してすごい迷惑かけたりして

（笑）。で、いまもあんまり変わってなくて、

ウェブサイトはほとんど興味がなくて見な

い。eメールとニューズグループ、あとはサ

ーチエンジンを使うくらい。それが僕のイ

ンターネットです（笑）。

：ありがとうございました。
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